
２月 21 日（金）午後 5 時 30 分から谷ノ内集会所で、議会報告・懇談会を

開催します。

多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

詳しくは、１４面をご覧ください。
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議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
12
月
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
40
人
で
し
た
。

　
次
の
定
例
会
は
３
月
６
日
開
会
の
予
定
で
す
。

　
大
勢
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
　
高
校
卒
業
後
の
進
路
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

井
上

　高
専
は
５
年
間
な
の
で
あ

と
２
年
あ
り
ま
す
が
、
県
内
就
職

で
土
木
関
係
の
仕
事
に
就
く
と
思

い
ま
す
。
で
き
れ
ば
越
知
に
住
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

織
田

　高
知
県
立
大
学
の
社
会
福

祉
学
部
に
受
か
っ
た
の
で
、
社
会

福
祉
に
つ
い
て
勉
強
し
越
知
で
学

校
関
係
に
つ
け
た
ら
い
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

問
　
昨
年
の
選
挙
に
行
か
れ
ま
し

た
か
。

井
上
　
テ
ス
ト
期
間
と
重
な
り
行

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

織
田
　
投
票
日
に
行
き
ま
し
た
。

問
　
越
知
町
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が

好
き
で
す
か
。
ま
た
、
要
望
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

井
上
　
自
然
豊
か
な
山
に
囲
ま
れ

た
風
景
と
、
人
々
の
温
か
さ
に
、

癒
や
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。

織
田
　
小
・
中
学
校
で
町
内
の
介

護
施
設
に
行
き
、
い
ろ
ん
な
年
代

の
人
と
関
わ
り
も
で
き
て
温
か
い

人
ば
っ
か
り
で
好
き
で
す
。
　

　
要
望
は
、
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
を

使
え
る
商
店
を
も
っ
と
増
や
し
て

ほ
し
い
で
す
。

問
　
「
お
ち
町
議
会
だ
よ
り
」
を

読
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

井
上

　よ
く
見
て
い
ま
す
。

織
田

　楽
し
そ
う
な
感
じ
で
、
同

級
生
と
か
も
出
て
お
り
、
面
白
い

と
思
い
ま
し
た
。

問
　
理
想
と
す
る
男
性
像
が
あ
り

ま
す
か
。

織
田
　
思
い
や
り
が
あ
り
、
優
し

い
人
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

井
上
　
私
も
同
じ
で
、
や
っ
ぱ
り

性
格
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

＊
　
本
日
は
、
年
末
の
お
忙
し
い

中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

目
標
に
向
か
っ
て
学
生
生
活
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。
（
取
材
班
）

議会だより OCHI TOWN議会だより OCHI TOWN議会だより OCHI TOWN

※
分
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け

て
い
ま
す
。
読
後
の
ご
感
想
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
令
和
元
年
11
月
29
日
、
こ
う

ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
主
催
の

広
報
研
修
会
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。

　
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
12

回
入
賞
と
い
う
本
町
議
会
に
講

師
の
依
頼
が
あ
り
、
越
知
町
を

知
っ
て
も
ら
う
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
だ
と
前
向
き
に
捉
え
、
講
師

を
引
き
受
け
、
猛
練
習
を
し
本

番
に
臨
み
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
具
体

的
な
内
容
で
と
て
も
参
考
に
な

っ
た
」
「
議
会
広
報
へ
の
熱
意

を
感
じ
た
」
な
ど
嬉
し
い
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
貴
重
な
研
修
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
委

員
５
人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
よ

り
深
ま
り
ま
し
た
の
で
、
さ
ら

に
分
か
り
や
す
く
読
み
や
す
い

広
報
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

《
市
原
》

　
１
２
２
号
か
ら
若
者
に
焦
点
を
当
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
の
井
上
さ

ん
と
高
知
小
津
高
校
の
織
田
さ
ん
に
、
お
伺
い
し
ま
し
た
。

井上結依さん
（高知工業高等専門学校3年 野老山）

織田彩嘉さん
（高知小津高校3年 野老山）

１２月定例会

中学生の議会見学の感想
創生総合戦略を検証
起債 （借金） のピークなど （議案質疑）
教育行政、 農業振興など６人が問う （一般質問）
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みんなに会えて嬉しい

　　　　　 １/３ （１４面参照）



令和元年度補正予算令和元年度補正予算

越知中学生が 議会を見学越知中学生が 議会を見学越知中学生が 議会を見学越知中学生が 議会を見学
令
和
元
年
12
月
定
例
会

令
和
元
年
12
月
定
例
会

会計名

一 般 会 計

簡 易 水 道 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

横倉山自然の森博物館事業特別会計

補正額 総額

《賛成全員》
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中学生の議会見学の感想

まち・ひと・しごと創生総合戦略
4年半の総括を検証

教育行政・農業振興など

議案質疑

こんなことが決まったぜよ

議会ですこんにちは
連載：若者登場⑩

６人が一般質問

会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例の制定など

広域議会

　
12
月
定
例
会
は
、
６
日
か
ら
10
日
ま
で
の
会
期
で
開
き
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
【
13
面
に
関
連
記
事
】
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
14
件

と
専
決
処
分
１
件
を
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
し
、
人
事
案
件
１
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
【
15
面
か
ら
】
は
６
人
が
登
壇
し
、
執
行
部
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　一
般
会
計
補
正

　１
億
1354
万
円

　12月9日に越知中学校１年生33人が

一般質問を真剣に見学しました。



議会見学の感想文の　　  一部を紹介します

　議会見学に行って越知町の人のために公平に話し合い、理由を

ちゃんと言ってから、この問題はどうするのかと決めていた。この

ことから、越知町の人のことを真面目に考えてくれていると知って、

うれしいなと思いました。議会の最初のところで見学が終わったの

で、もう少し見学したかったなと思いました。

　問題に対してどのような理由でどのように対処していくかをもっ

と詳しく知りたかったと思いました。

　この体験から越知町の問題がどう対処されているかを知ることが

できました。

　僕は将来越知町のために役立てるような仕事に就きたいと思いま

した。

　議会見学をさせていただきありがとうございました。

齋藤　翼　

　議会の見学に行ってみて、越知町の安全のことや防災のことを町

の人の意見を聞いて議会で意見を出してみんなが納得する答えを出

していると分かりました。

　出された意見で大事な意見と思ったのは、防災対策の住民がとる

べき行動をレベル１から５までの段階に分けた避難指示の内容が書

かれたものをテレビでよく見るけど、全戸に配るのはという考えです。

　ぼくは、テレビで見るけど見逃すことがある人がいるかもしれな

いから、全戸に配るといいと思いました。

　あと１つは、安全対策です。「ライセンスカード」を発行すること

で乗り手側の安全意識が高まるということです。この前交通事故が

あったので、ライセンスカードを作ったらいいと思いました。

横山汐音　

　議
会
見
学
を
し
、
町
民
の
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
問
題
を

話
し
合
っ
て
い
る
と
分
か
り
ま
し
た
。

　議
長
を
中
心
に
質
問
な
ど
を
聞
い
て
ま
と
め
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　質
問
者
は
誰
が
聞
い
て
も
納
得
で
き
る
よ
う
な
理
由
を
述

べ
、
町
民
の
声
も
取
り
入
れ
な
が
ら
質
問
し
て
い
た
と
こ
ろ

が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
相
手
に
質
問
す
る
と
き
は
相
手
を
見
て
発
言
し
、

答
え
て
も
ら
う
と
き
は
、
相
づ
ち
を
打
ち
な
が
ら
聞
い
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
話
を
し
っ
か
り
聞
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　市
原
議
員
は
、
現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
質
問
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

　ま
た
、
答
え
る
側
も
正
し
い
デ
ー
タ
を
言
い
な
が
ら
し
て

い
た
の
で
正
確
性
が
あ
っ
て
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　箭
野
議
員
は
、
自
分
が
体
験
し
た
こ
と
を
述
べ
、「
こ
ん
な

こ
と
を
し
て
は
ど
う
で
す
か
？
」
と
提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
納
得
し
や
す
か
っ
た
で
す
。

　と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

小
田

　野
乃
花

　

　ぼ
く
は
、
あ
ん
な
に
緊
張
感
が
あ
る
場
所
に
初
め
て

行
き
ま
し
た
。
知
り
合
い
も
い
た
の
で
、
見
て
い
る
だ

け
で
緊
張
し
ま
し
た
。

　議
会
が
始
ま
っ
た
と
き
に
地
域
の
人
や
、
生
活
の
こ

と
を
考
え
て
の
質
問
に
対
し
て
、
わ
か
り
や
す
く
返
答

し
て
、
そ
の
質
問
に
対
し
て
今
ま
で
ど
う
し
て
い
た
か

な
ど
を
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
の
こ
と
は
、
ま
た
話
し
て
決
め
る
な
ど
す

べ
て
の
質
問
に
対
し
て
分
か
り
や
す
く
、
説
得
力
の
あ

る
返
答
で
こ
れ
か
ら
の
越
知
を
ど
う
し
て
い
く
か
な
ど

が
い
ろ
い
ろ
分
か
り
ま
し
た
。

　質
問
す
る
側
も
今
の
状
況
に
合
わ
せ
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
越
知
に
住
む
人
や
来
る
お
客
さ
ん
な
ど
の
こ
と
を

考
え
た
内
容
で
し
た
。

　ま
た
、
答
え
に
対
し
て
詳
し
く
聞
い
た
り
し
て
い
て
、

今
後
の
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た
で
す
。

麻
田
悠
斗

　

令
和
元
年
12
月
定
例
会

令
和
元
年
12
月
定
例
会

今
回
の
中
学
１
年
生
に
よ
る
議
会
見
学
は
、
昨
年
に
続
き
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

間
近
で
見
る
議
会
一
般
質
問
の
様
子
、
内
容
、
気
づ
き
や
発
見
、
提
案
・
意
見
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
４
人
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。
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全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

　11
月
21
日
に
、
町
幹
部
職
員
を
交
え
全
員
協

議
会
を
開
き
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
「
お
ち
家
の
挑
戦
」
の
４
年
半
の
総
括

と
第
２
期
の
改
訂
の
方
向
性
を
検
証
し
た
。

次ページに質疑
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総合戦略を検証総合戦略を検証総合戦略を検証

越知町まち・ひと・しごと創生総合戦略　4年半の総括シート（抜粋）

【基本目標1】地域資源を活かし雇用を創出（農業・林業）

数値目標 出発点 達成見込（達成率） 評価基本目標

13人

8人増加

－

2人(H26年度）

14人（108%）

3人増加　計5人（38%）

S

B

新規就農者数

林業従事者数

数値目標 出発点 達成見込（達成率） 評価ＫＰＩ（農業の振興）

R元年度までに5組織

R元年度までに23ha

R元年度までに48ha

R元年度　100,000千円

R元年度までに2人

R元年度までに5人

2組織（Ｈ26年度）

21.4ha（Ｈ25年度）

45.8ha（Ｈ25年度）

65,000千円（Ｈ26年度）

－

－

3組織（60%）

7.6ha（-%）

43.9ha（-%）

104,425千円（104%）

0人（-%）

1人（20%）

A

C

C

S

C

B

①集落営農組織の育成（累計）

②ミシマサイコの作付け面積（累計）

③山椒の作付け面積（累計）

④観光物産館おち駅（越知産市）の売上額

⑤6次産業化に取り組む新規事業者（累計）

⑥就農補助金を活用した新規就農者（累計）

数値目標 出発点 達成見込（達成率） 評価ＫＰＩ（林業の振興）

R元年度までに1.5km

R元年度までに1社など

－

－

2.5ｋｍ（167%）

1社（100%）

S

S

①作業道開設延長

②新規林業参入事業者数

【基本目標1】地域資源を活かし雇用を創出（商工・観光）

数値目標 出発点 達成見込（達成率） 評価基本目標

5人

10%以上増加

－

7.5万人(H25年度）

11人（220%）

10万人（121%）

S

S

新規起業者数

観光入込客数

数値目標 出発点 達成見込（達成率） 評価ＫＰＩ（商業の振興）

R元年度までに3件

R元年度　70%以上

R元年度までに5人（女性2人含む）

－

48.2%（Ｈ23年度）

－

4件（133%）

55.7%（80%）

5人（女性1人）（100%）

S

A

S

①空き店舗活用件数（累計）

②住民アンケート「魅力ある地域づくり」に対する満足度

③起業支援による起業者（累計）

数値目標 出発点 達成見込（達成率） 評価ＫＰＩ（観光の振興）

R元年度　2,500人

R元年度　8,000人

R元年度　10人

R元年度　3件

R元年度　9,400人

1,150人(H26年度）

5,340人(H26年度）

6人(H26年度）

－

－

2,500人（100%）

7,100人（89%）

19人（190%）

10件（333%）

9,400人（100%）

S

A

S

S

S

①カヌー・ラフティング利用者数

②横倉山自然の森博物館の入館者数

③観光ガイドの養成数（累計）

④新たな観光旅行商品開発（累計）

⑤キャンプ場宿泊者数

【基本目標２】新しいおち家の家族をつくる

数値目標 出発点 達成見込（達成率） 評価基本目標

5年間（H27年度～R元年度）で

50人以上の社会増
－ －87人（-%） C人口の社会移動

数値目標 出発点 達成見込（達成率） 評価ＫＰＩ

R元年度までに20%増加

R元年度　70%以上

R元年度までに100人

R元年度　150,000千円

R元年度　100件

R元年度までに200人

R元年度までに10人受け入れ

327,041件（H26年度）

49.5%（H23年度）

－

4,040千円（H26年度）

66件

－

－

691,717件（176%）

60.2%（86%）

0人（-%）

146,610千円（98%）

84件（84%）

223人（112%）

20人（200%）

S

A

C

A

A

S

S

①町ホームページのアクセス数

②住民アンケートによる「情報発信」に対する満足度

③おちふるさと応援隊会員数（累計）

④ふるさと納税額

⑤移住相談件数

⑥移住者数（累計）

⑦地域おこし協力隊員数（累計）

【基本目標４】越知の未来を担う人づくり

数値目標 出発点 達成見込（達成率） 評価基本目標

R元年度に950人

※参考：Ｈ21年度末　1,321人

1,066人（H26年度末）

（総人口に対する割合17.7%）
950人（100%） S15歳～39歳の人口（住民基本台帳）

数値目標 出発点 達成見込（達成率） 評価ＫＰＩ

R元年度　70%以上

R元年度までに2件

R元年度までに20人

R元年度までに5人

（女性2人含む）

R元年度までに2人

R元年度までに3割以上

54.1%（H23年度）

－

－

－

2人（H26年度）

－

62.4%（89%）

3件（150%）

28人（140%）

5人（女性1人）（100%）

3人（150%）

3.8割（127%）

A

S

S

S

S

S

①住民アンケートによる「学校教育の内容充実

及び学校・家庭・地域の連携による教育力の

向上」の満足度

②新たな多世代による交流の場の創出（累計）

③産業の担い手候補者（移住者を含む）（累計）

④起業支援による起業者（累計）【再掲】

⑤町内企業への就職者数（佐川高校生）（累計）

⑥町が委嘱する委員会等の女性委員の割合

【基本目標３】若い世代・子育て世代の希望をかなえ、住みたい・住み続けたいまちづくり

数値目標 出発点 達成見込（達成率） 評価基本目標

R元年度に1.64 1.44（H20～H24年平均） 集計中合計特殊出生率

数値目標 出発点 達成見込（達成率） 評価ＫＰＩ

R元年度　延べ50人

R元年度　80%以上

R元年度　70%以上

R元年度までに15%以上向上

延べ24人（H26年度）

－

50.3%（H23年度）

38%（H27年度）

0人（-%）

48.8%（61%）

59.8%（85%）

66%(125%)

C

A

A

S

①出会いの場への参加者数

②住民アンケートによる「安心して妊娠、

出産できる環境」の満足度

③住民アンケートによる「子育て支援の

充実」の満足度

④子育て世代の防災対策への満足度

【基本目標５】安心していつまでも暮らし続けられる地域づくり

数値目標 出発点 達成見込（達成率） 評価基本目標

基本目標 評価基準 評価数

R元年度までに2箇所 － 1箇所（50%） B集落活動センター開設

数値目標 出発点 達成見込（達成率） 評価ＫＰＩ

R元年度までに3箇所

R元年度　60%以上

R元年度　350頭

R元年度までに2人増

R元年度までに100%

－

39.2％（Ｈ23年度）

265頭（Ｈ26年度）

2人（Ｈ26年度）

94.9%（Ｈ26年度末）

1箇所（33%）

43.6%（73%）

350頭（100%）

4人増（200%）

100%（100%）

B

A

S

S

S

①集落活動センター開設に取り組む地区の数（累計）

②住民アンケートによる「山間集落の維持機能。

活性化対策」に対する満足度

③イノシシの捕獲目標頭数

④猟師後継者（20歳代～40歳代）（累計）

⑤自主防災組織率

S

A

B

C

25＋α

10＋α

4＋α

6＋α

・目標を達成したもの
　→目標の達成率（または達成見込率）が100％以上
・目標をほぼ達成したもの
　→目標の達成率（または達成見込率）が60％以上100％未満
・目標の達成に向けて十分な進展が見られなかったもの
　→目標の達成率（または達成見込率）が60％未満

取り組み開始時と比べて、数値を改善もしくは維持できなかったもの

※基本目標３　合計特殊出生率は県の集計待ち 
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６
人
い
る

町
内
は
参
加
し
づ
ら
い

田
村
産
業
課
長

　シ
ョ
ウ
ガ
、

ピ
ー
マ
ン
、
文
旦
な
ど
を
作

っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
作
物
を

作
っ
て
い
る
か

50世帯90人が暮らすフォレストタウンおち

岡
林
議
員 

　新
規
就
農
者
数

が
14
人
で
１
０
８
％
に
な
っ

て
い
る
。

　
ど
の
よ
う
な
作
物
を
作
っ

て
い
る
の
か
。

新
規
就
農

大
原
企
画
課
長

　越
知
町
内

で
の
出
会
い
の
場
、
婚
活
イ

ベ
ン
ト
に
は
参
加
し
づ
ら
い

と
い
う
声
が
多
く
、
参
加
者

が
見
込
め
な
い
。

　今
後
、
方
向
性
を
検
討
し

継
続
し
た
い
。

住
宅
施
策
が
１
つ
の
要
因

大
原
企
画
課
長

　15
歳
〜
39

歳
の
人
口
を
数
値
目
標
の
９

５
０
人
に
留
め
た
の
で
、
Ｓ

評
価
と
な
っ
た
。

　フ
ォ
レ
ス
ト
タ
ウ
ン
お
ち

等
の
移
住
施
策
を
進
め
た
こ

と
が
要
因
で
あ
る
。

大
原
企
画
課
長

　平
成
28
年

度
岡
林
農
園
１
人
、
平
成
30

年
度
四
国
部
品
１
人
、
今
年

度
業
者
名
は
聞
い
て
な
い
が

内
定
が
１
人
い
る
。

０
人
と
な
っ
て
い
る
が

市
原
議
員 

　出
会
い
の
場
へ

の
参
加
者
数
が
24
人
か
ら
０

人
と
な
っ
て
い
る
。

　
継
続
と
な
っ
て
い
る
が
、

ど
う
す
る
の
か
。

出
会
い
の
場

土
曜
日
に
こ
だ
わ
ら
ず

大
原
企
画
課
長

　土
曜
日
の

開
催
に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
、

塾
生
も
増
え
る
と
思
う
の
で
、

事
務
局
と
検
討
し
て
い
る
。

開
催
日
も
課
題

熱
中
小
学
校

Ｓ
評
価
の
理
由
は

山
橋
議
員 

　15
歳
〜
39
歳
の

人
口
評
価
Ｓ
の
理
由
は
。

15
歳
か
ら
39
歳
の
人
口

ど
こ
へ
就
職
し
た
か

箭
野
議
員 

　町
内
企
業
へ
の

就
職
者
数
（
佐
川
高
校
生
）

と
あ
る
が
、
ど
こ
へ
就
職
し

た
の
か
。

箭
野
議
員 
　熱
中
小
学
校
は

土
曜
日
の
午
後
開
催
と
い
う

こ
と
で
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
等

と
重
な
り
参
加
が
難
し
い
。

　
開
催
日
も
課
題
の
１
つ
と

思
う
が
。

食
品
関
係

大
原
企
画
課
長

　食
品
関
係

で
あ
る
。

受
講
生
は
ど
う
い
う

起
業
を

箭
野
議
員 

　成
果
の
と
こ
ろ

に
町
内
で
起
業
を
目
指
す
受

講
生
が
生
ま
れ
た
と
あ
る
が
、

ど
う
い
う
起
業
を
目
指
し
て

い
る
の
か
。

町
内
企
業
へ
の
就
職

前
田
建
設
課
長

　佐
川
町
、

仁
淀
川
町
で
事
業
し
て
い
る

業
者
が
新
た
に
越
知
町
へ
参

入
し
て
き
た
。

ど
の
よ
う
な
会
社
か

岡
林
議
員 

　新
規
林
業
参
入

事
業
者
数
１
社
は
、
ど
の
よ

う
な
会
社
が
入
っ
た
の
か
。

新
規
林
業

大
原
企
画
課
長

　宿
泊
施
設

と
し
て
、
谷
ノ
内
の
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
縁
、
女
川
の
猫
ハ
ウ

ス
、
稲
村
の
民
泊
、
横
畠
の

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
４
件

で
あ
る
。

　ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
２
件
、
カ

ヌ
ー
２
件
、
川
舟
事
業
１
件
、

観
光
協
会
の
横
倉
山
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
１
件
で
あ
る
。

前
田
建
設
課
長

　地
区
の
里

山
、
山
林
の
整
備
、
住
環
境

を
改
善
し
て
い
き
た
い
。

　当
然
、
人
的
、
経
済
的
な

支
援
を
組
み
立
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

大
原
企
画
課
長

　卒
業
し
て

定
住
し
た
人
は
６
人
い
る
。

　そ
の
内
起
業
し
た
人
は
３

人
、
地
元
で
就
業
し
た
人
が

１
人
、
集
落
支
援
員
と
な
っ

た
人
が
１
人
、
主
婦
が
１
人

と
な
っ
て
い
る
。

大
原
企
画
課
長

　ふ
る
さ
と

納
税
を
し
た
人
に
お
ち
応
援
隊

に
な
っ
て
も
ら
い
、
越
知
へ
来

て
い
た
だ
き
、
付
加
価
値
を
付

け
る
計
画
を
し
て
い
た
。

　納
税
額
の
３
割
を
超
え
る

返
礼
品
は
、
法
違
反
に
該
当

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
県
に
指

導
さ
れ
、
計
画
が
止
ま
っ
た
。

開
発
商
品
の
内
容
は

岡
林
議
員 

　新
た
な
観
光
旅

行
商
品
開
発
（
累
計
）
数
値

目
標
３
件
が
達
成
見
込
み
10

件
と
非
常
に
多
い
が
、
開
発

し
た
商
品
の
内
容
は
。

新
た
な
観
光
旅
行
商
品

田
村
産
業
課
長

　サ
ン
シ
ョ

は
契
約
先
と
の
出
荷
量
の
調

整
が
あ
っ
た
。

　ミ
シ
マ
サ
イ
コ
は
、
契
約

先
が
１
年
物
か
ら
２
年
物
に

変
更
し
た
い
と
い
う
話
が
あ

り
、
作
る
農
家
が
減
少
し
た
。

　ま
た
、
発
芽
率
が
大
変
悪

か
っ
た
こ
と
、
病
気
等
も
か

な
り
出
た
こ
と
に
よ
る
。

減
っ
て
い
る
理
由
を

山
橋
議
員 

　サ
ン
シ
ョ
と
ミ

シ
マ
サ
イ
コ
の
作
付
け
面
積

が
減
っ
て
評
価
は
Ｃ
と
な
っ

て
い
る
が
理
由
は
。

サ
ン
シ
ョ
・
ミ
シ
マ
サ

イ
コ

４
年
半
の
総
括

ゼ
ロ
の
理
由
は

武
智
議
員 

　ふ
る
さ
と
応
援

隊
の
会
員
数
は
ゼ
ロ
と
な
っ

て
い
る
が
、
理
由
は
。

ふ
る
さ
と
応
援
隊

何
人
が
越
知
に
残
っ

て
い
る
か

箭
野
議
員 

　地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
数
受
け
入
れ
目
標
10

人
の
と
こ
ろ
、
達
成
見
込
み

20
人
、
２
０
０
％
と
な
っ
て

い
る
が
、
退
任
後
に
何
人
が

越
知
に
残
っ
て
い
る
の
か
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

第
２
期
方
向
性

増える空き家の対策は急務

見
込
み
を
持
っ
て
い
る

の
か

武
智
議
員 

　支
援
制
度
を
創

設
し
て
、
地
区
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
と

い
う
こ
と
だ
が
、
見
込
み
を

持
っ
て
の
こ
と
か
。

山
林
保
全

協
議
を
し
た
こ
と
は

武
智
議
員 

　建
設
業
か
ら
異

業
種
で
あ
る
林
業
参
入
の
可

能
性
は
希
薄
と
あ
る
が
、
協

議
を
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

林
業
の
担
い
手

民
間
に
委
託
を

武
智
議
員

　登
録
さ
れ
た
空

き
家
バ
ン
ク
の
管
理
を
民
間

に
委
託
で
き
な
い
か
。

空
き
家
バ
ン
ク

ま
だ
な
い

前
田
建
設
課
長

　

 

ま
だ
な
い
。

新
た
な
制
度
の
中
で
、
そ
う

い
う
場
を
持
っ
て
い
き
た
い
。

大
原
企
画
課
長

　研
究
を
し

て
い
く
。

現地確認を受ける新規就農者

NPO法人仁淀ブルーが提供する｢仁淀川和船清流遊び｣



令和3年辺りがピークに
　起債（借金）残高64億7956万円（元年度末見込み）

起債（借金）現在高の推移

60億円

50億円

40億円

Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ1年度 Ｒ3年度

61億
9514万円

64億
9358万円

65億
7937万円

64億
7956万円

65億
辺り
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起
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は
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数
値
目
標
を
高
く

食をつなぐ仁淀ブルーの観光パンフレット

市
原
議
員 

　横
倉
山
自
然
の

森
博
物
館
入
館
者
の
数
値
目

標
が
、
８
０
０
０
人
と
な
っ

て
い
る
が
、
も
っ
と
目
標
を

高
く
上
げ
て
取
り
組
む
べ
き

で
は
。

博
物
館

観
光
案
内
で
き
る
仕

組
み
が
で
き
な
い
か

武
智
議
員 
　土
佐
市
〜
池
川

安
居
間
で
、
食
事
・
宿
泊
・

充
電
場
所
を
観
光
案
内
で
き

る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
観
光
客

の
満
足
度
が
上
が
る
。

　
県
の
観
光
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
を
、
仁
淀
ブ
ル
ー
観
光
協

議
会
で
活
用
で
き
な
い
か
。

仁
淀
ブ
ル
ー
観
光
協

議
会

ど
こ
の
売
り
上
げ
か

武
智
議
員 

　Ｂ
Ｂ
Ｑ
セ
ッ
ト

販
売
数
１
０
４
と
あ
る
が
、

ど
こ
の
売
り
上
げ
か
。

お
ち
駅
か
ら
発
信

谷
岡
教
育
次
長

　ま
ず
は
、

８
０
０
０
人
を
ク
リ
ア
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、

数
値
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

い
く
。

検
討
し
て
い
く

織
田
総
務
課
長

　令
和
元
年

度
末
の
起
債
残
高
は
、
64
億

７
９
０
０
万
円
程
度
の
見
込

み
で
あ
る
。

　今
の
推
計
で
は
、
令
和
３

年
辺
り
で
65
億
円
く
ら
い
が

ピ
ー
ク
と
見
て
い
る
。

織
田
総
務
課
長

　主
要
な
６

路
線
の
バ
ス
停
36
カ
所
に
柱

を
立
て
時
刻
表
を
付
け
る
。

令
和
３
年
辺
り

町
民
バ
ス
停
整
備

　
　

　
　
　
　77
万
円

建
築
物
耐
震
対
策
緊
急
促
進
事
業
費

　
　

        

　
　補
助
金
２
２
４
万
円

感震ブレーカー
　購入費補助金25万円

大
原
企
画
課
長

　仁
淀
ブ
ル

ー
観
光
協
議
会
の
業
務
と
し

て
で
き
る
か
、
事
務
局
と
話

を
し
て
み
た
い
。

大
原
企
画
課
長

　お
ち
駅
の

売
り
上
げ
で
あ
る
。

お
ち
駅
の
売
り
上
げ

地域おこし協力隊による博物館イベント「カラフルナイトミュージアム」

事業の対象となる道路（黒線部分）
1人家族が増えました

メ
リ
ッ
ト
は

箭
野
議
員 

　地
域
お
こ
し
協

力
隊
事
業
は
拡
充
し
、
部
署

を
増
や
す
と
あ
る
が
、
交
付

税
、
新
し
い
風
を
入
れ
る
以

外
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

大
原
企
画
課
長

　任
期
終
了

後
も
越
知
に
残
る
こ
と
が
移

住
定
住
に
つ
な
が
り
、
人
口

増
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。

人
口
増
に
な
る

12
月
補
正
予
算
質
疑

山
橋
議
員 

　起
債
の
ピ
ー
ク

は
何
年
頃
に
な
る
か
。

上
田
危
機
管
理
課
長

　市
街

地
を
除
く
、
希
望
の
あ
っ
た

７
地
区
の
分
で
あ
る
。

７
地
区
の
分

上
田
危
機
管
理
課
長

　県
耐

震
改
修
促
進
計
画
に
記
載
さ

れ
た
道
路
で
、
国
道
33
号
と

町
道
中
央
線
の
一
部
の
区
域

が
事
業
対
象
と
な
る
。

　件
数
は
１
件
分
で
あ
る
。

診
断
費
用
１
件
分

武
智
議
員 

　25
万
円
で
ど
れ

だ
け
普
及
で
き
る
の
か
。

森
下
議
員 

　町
民
バ
ス
停
車

場
整
備
の
内
容
と
場
所
は
。

武
智
議
員 

　建
築
物
耐
震
対

策
緊
急
促
進
事
業
費
補
助
金

の
内
容
と
件
数
は
。



企
画
課

建
設
課

教
育
委
員
会

か
わ
の
駅
指
定
管
理
料

　
　
　還
元
の
内
容
は

内
容
を

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は

ダンプトラック４００万円

滝
上
町
児
童
交
流
事
業
実
行

委
員
会
補
助
金

　１
２
１
万
円

●
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

　
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
を

１
０
０
と
し
て
地
方
公
共
団
体
の

一
般
行
政
職
の
職
員
の
平
均
給
与

額
と
比
較
し
た
と
き
の
指
数
。
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非常勤職員や臨時職員の大部分は 「会計年度任用職員」に

岡
林
議
員 

　か
わ
の
駅
キ
ャ

ン
プ
場
指
定
管
理
料
還
元
の

内
容
は
。

森
下
議
員 

　備
品
購
入
費
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
４
０
０
万
円

は
新
車
か
。

　
作
業
班
が
使
う
の
か
。

市
原
議
員 

　滝
上
町
児
童
交

流
事
業
実
行
委
員
会
補
助
金

１
２
１
万
円
の
内
容
は
。

山
橋
議
員 

　１
級
〜
３
級
の

職
員
の
給
料
の
引
き
上
げ
と

利
益
の
３
割
を
還
元

12
月
補
正
予
算
質
疑

前
田
建
設
課
長

　作
業
班
使

用
の
２
ト
ン
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
が
、
令
和
元
年
９
月
に
警

告
灯
が
点
滅
す
る
故
障
が
発

生
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

質
疑

条
例
の
制
定

　臨
時
的
任
用
職
員
及
び
非

常
勤
職
員
の
適
正
な
任
用
の

確
保
を
目
的
と
し
た
法
律
が

公
布
さ
れ
、
令
和
２
年
４
月

１
日
施
行
さ
れ
る
。

　こ
の
改
正
に
よ
り
「
会
計

年
度
任
用
職
員
」
制
度
が
始

ま
る
こ
と
に
伴
い
条
例
を
制

定
す
る
。

（
４
月
１
日
施
行
）

《
賛
成
・
全
員
》

大
原
企
画
課
長

　ス
ノ
ー
ピ

ー
ク
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
自
主

事
業
を
除
く
利
益
部
分
の
３

割
以
内
を
越
知
町
に
還
元
と

い
う
指
定
管
理
契
約
を
し
て

い
る
。

　平
成
30
年
度
分
が
確
定
し

た
の
で
、
予
算
計
上
し
た
。

　修
理
費
の
見
積
も
り
が
高

額
と
な
り
、
新
車
購
入
が
有

利
と
考
え
、
作
業
の
利
便
性

も
考
慮
し
て
、
３
ト
ン
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
に
買
い
替
え
る
。

谷
岡
教
育
次
長

　当
初
予
算

に
夏
の
交
流
分
と
冬
の
飛
行

機
代
を
計
上
し
て
い
る
。

冬
の
交
流
分

　残
り
の
２
月
６
日
か
ら
２

月
８
日
ま
で
の
冬
の
交
流
分

を
計
上
し
た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償

　「
会
計
年
度
任
用
職
員
」

制
度
の
導
入
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
を

制
定
す
る
。

（
４
月
１
日
施
行
）

《
賛
成
・
全
員
》

関
係
条
例
を
整
備

　人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、

一
般
職
の
給
与
月
額
を
４
０

０
円
か
ら
２
０
０
０
円
引
き

上
げ
、
勤
勉
手
当
の
支
給
割

合
を
１
０
０
分
の
５
引
き
上

げ
、
住
宅
手
当
は
支
給
対
象

と
な
る
家
賃
額
の
下
限
を
４

０
０
０
円
引
き
上
げ
、
手
当

の
上
限
を
１
０
０
０
円
引
き

上
げ
る
。

《
賛
成
・
全
員
》

一
般
職
の
職
員
の
給
与

　一
般
職
の
勤
勉
手
当
の
支

給
割
合
の
改
定
に
準
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
期
末
手
当
の
支

給
割
合
を
１
０
０
分
の
５
引

き
上
げ
る
。

《
賛
成
・
全
員
》

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
及

び
議
会
議
員
の
期
末
手
当

背
景　地

方
自
治
体
の
臨
時
・

非
常
勤
職
員
は
、
地
方
行

政
の
重
要
な
担
い
手
で
あ

り
な
が
ら
、
現
行
の
地
方

公
務
員
法
で
は
制
度
が
不

明
確
と
な
っ
て
お
り
、
自

治
体
に
よ
り
雇
用
の
根
拠

が
様
々
な
状
況
で
あ
る
の

で
、
新
た
に
全
国
統
一
の

制
度
と
す
る
。

い
う
こ
と
だ
が
、
本
町
の
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
。

　
ま
た
県
内
町
村
で
、
当
町

の
順
位
は
。

織
田
総
務
課
長

　本
年
度
の

当
町
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

は
96
・
８
％
で
あ
る
。

　県
内
の
町
村
で
、
当
町
は

高
い
方
か
ら
６
番
目
に
な
る
。

当
町
は
96
・
８
％

初めてのスキーを楽しむ

待遇が改善される臨時職員

大賑わいのラフティング

18年間使用したダンプ（真ん中）

本町における会計年度任用職員の制度概要

フルタイム会計年度
任用職員

勤務時間
給与
手当
勤務時間

報酬

手当

1週間当たり通常 38時間 45分
行政職 1級、2級相当
勤務・時間外・休日勤務・夜間・期末
1週間当たりの通常 38時間 45分より短い職員
フルタイム職員と同じ給与表を使用し、
勤務時間に応じて算出
時間外・休日勤務・夜間・費用弁償・期末

パートタイム会計年度
任用職員



今号の表紙
　

１月３日に町民会館で開催された新成人の集いには、４6人
全員が参加しました

町
政
を
問
う

　12
月
定
例
会
は
６
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

発
言
内
容
は
紙
面
の
都
合
で
要
約
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
議
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
白
熱
し
た
議
論
を
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
全
文
を
記
載
し
た
会
議
録
は
、
議
会
事
務
局
と
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow
n.ochi.lg

.jp

）
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一般質問６人登壇森下安志・・・　16ページ

①　防災行政無線
　・予備電源の利用時間は
　・通信手段は
②　環境問題
　・黒瀬公衆トイレ循環式の改善は
　・簡易トイレの再設置は
　・かわの駅おちの駐車場は

武智　龍・・・　17ページ

①　政策課題の共有
　・最重要課題と取り組みは
②　農業振興
　・加工用わさび
　・土佐甘とう
　・高齢農家への支援
③　ごみ籠の設置

市原静子・・・　18ページ

①　子ども対策
　・未婚ひとり親の特別給付金は
　・高校卒業まで医療費を無料に
　・給食費補助金は
②　防災対策　
　・全戸に配る考えは

箭野久美・・・　19ページ

①　町道・県道の安全対策
　・対策を強化すべきでは
　・自転車走行ラインを
　・意識向上を図る考えは

高橋丈一・・・　20ページ

①　教育行政
　・保幼再編の進捗状況は
　・副食費を無料に
②　高齢者対策
　・手すり等の設置を
③　プレミアム商品券
　・購入率は

岡林　学・・・　21ページ

①　上水道・簡易水道
　・統合の目的と内容は
②　五葉荘
　・訪問介護になったが
③　まち・ひと・しごと創生総合戦略
　・サンショの今後の連携と取り組みは
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専
決
処
分
を
承
認

人

　
　事

町
道
の
認
定

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

　イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
が

８
月
９
月
で
１
７
６
頭
、
例

年
の
２
・
８
倍
と
な
っ
た
。

　駆
除
に
対
す
る
報
償
金
が

10
月
以
降
不
足
す
る
た
め
、

イ
ノ
シ
シ
２
３
４
頭
分
と
タ

議会報告・懇談会を開催します
谷ノ内（地区以外の方も歓迎します）

多くの皆様の参加を
お待ちしています

日時　令和２年２月２１日（金）
　　　午後５時３０分～７時
場所　谷ノ内集会所

議会のことを報告します
・議会の概要
・１２月定例会の主な審議内容

皆様からのご意見をお聞かせください
・これからのまちづくりなど、何でも結構です
・町議会、町政へのご意見

◆お問い合わせ等は議会事務局までお願いします
　ＴＥＬ２６‐１１１２　ＦＡＸ２６‐０６００
◆ご意見ご要望などは、メールでもお受けします
　Ｅ-ｍａｉｌ : ｇｉｋａｉ＠ｔｏｗｎ．ｏｃｈｉ．ｌｇ．ｊｐ

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正ヌ

キ
等
１
４
０
匹
・
カ
ラ
ス

１
８
９
羽
分
を
有
害
鳥
獣
被

害
対
策
事
業
費
補
助
金
と
し

て
５
３
４
万
円
を
補
正
す
る
。

《
承
認
・
全
員
》

２
路
線
を
町
道
に
認
定
。

　《
賛
成
・
全
員
》

①
町
道
上
流
屋
敷
２
号
線

（
上
流
）

　延
長
５
９
ｍ

　幅
員
３
・
０
〜
４
・
０
ｍ

②
町
道
岩
神
線
（
谷
ノ
内
）

　延
長
３
８
・
３
ｍ

　幅
員
２
・
０
〜
３
・
４
ｍ

○
教
育
長
の
任
命

　織
田
誠

　越
知
甲

　任
期
は
、
令
和
３
年
12
月

23
日
ま
で

《
同
意
・
全
員
》

イノシシ 235頭 → 469頭

サル 10匹 → 10匹

シカ 10頭 → 10頭

タヌキ 230匹 → 356匹

ハクビシン 120匹 → 125匹

カラス 480羽 → 669羽

アナグマ  20羽 → 29羽

有害鳥獣駆除頭数（予算ベースによる）

種類 補正前  　 補正後



一
般
質
問

一
般
質
問

田
村
産
業
課
長

　
　
　
　
　
　
　Ｊ
Ａ
と
普

及
所
が
講
習
会
や
個
別
巡
回

を
実
施
し
、
町
は
新
規
就
農

希
望
者
へ
の
呼
び
か
け
や
相

談
体
制
を
支
援
し
て
い
る
。

　今
後
も
冬
場
の
有
望
品
目

と
し
て
推
進
し
て
い
く
。

大
原
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　循
環
式
ト

イ
レ
の
改
善
は
来
年
度
予
算

に
計
上
し
た
い
。

　そ
し
て
、
浄
化
槽
の
清
掃

回
数
を
増
や
す
。

大
原
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　簡
易
ト
イ

レ
設
置
時
の
年
間
経
費
が
１

織
田
総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　籠
の
設
置

は
、
集
落
整
備
事
業
で
補
助

し
て
い
る
が
、
周
知
が
十
分

で
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
区

長
へ
の
説
明
や
町
広
報
な
ど

で
周
知
す
る
。

問
　
　

 

本
町
の
最
重
要
政
策

課
題
３
つ
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

問
　
　
　

交
互
通
信
が
で
き
な

い
地
区
の
通
信
手
段
を
考
え

て
い
る
か
。

政
策
課
題
の
共
有

農
業
振
興

最
重
要
課
題
と
取
り
組
み
は

防
災
と
人
口
減
対
策
、
産
業
振
興
だ

　町
長

環
境
問
題

黒
瀬
公
衆
ト
イ
レ
循
環
式
の
改
善
は

来
年
度
予
算
で

　
　

  
 
 

企
画
課
長

通
信
手
段
は

問
　
　
　

反
当
た
り
１
０
０
万

円
を
超
す
収
入
に
な
る
加
工

用
わ
さ
び
の
栽
培
農
家
が
、

30
年
度
か
ら
減
少
し
て
い
る
。

　今
後
の
取
り
組
み
は
。

加
工
用
わ
さ
び

問
　
　
　

土
佐
甘
と
う
は
県
内

で
10
年
以
上
の
栽
培
実
績
が

あ
り
、
反
当
た
り
４
０
０
万

円
以
上
の
収
入
と
な
る
有
望

作
目
だ
。

　町
は
今
後
栽
培
面
積
を
拡

大
す
る
計
画
だ
が
、
本
気
で

取
り
組
む
の
か
。

土
佐
甘
と
う

問
　
　
　

地
域
の
人
が
出
し
た

ご
み
が
、
カ
ラ
ス
や
猫
な
ど

に
袋
を
破
ら
れ
て
中
身
が
散

乱
し
非
常
に
困
っ
て
い
る
。

　専
用
の
籠
は
設
置
で
き
な

い
か
。

ご
み
籠
の
設
置

問
　
　
　

高
齢
化
に
よ
り
耕
作

放
棄
地
が
拡
大
し
て
い
る
が
、

通
年
雇
用
で
支
援
が
で
き
る

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
推
進

法
を
活
用
で
き
な
い
か
。

高
齢
農
家
へ
の
支
援

有
望
品
目
と
し
て
推
進

問
　
　

 

防
災
行
政
無
線
停
電
時

の
利
用
時
間
は
。

　ま
た
、
各
地
区
の
防
災
倉

庫
に
あ
る
発
電
機
か
ら
電
源

が
取
れ
な
い
か
。

一
般
質
問

一
般
質
問

予備電源の利用時間は

防災行政無線

約52時間使用できる　  危機管理課長

問
　
　

 

ト
イ
レ
の
流
し
水
が
茶

色
で
使
用
で
き
な
い
と
子
ど

も
た
ち
が
言
っ
て
い
る
。

　循
環
式
ト
イ
レ
の
水
を
水

道
水
に
改
善
で
き
な
い
か
。

上
田
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

親
局

は
、
地
震
等
に
よ
る
停
電
の

発
生
時
に
自
動
で
始
動
す
る

非
常
用
発
電
機
を
設
置
し
て

い
る
。

　こ
の
発
電
設
備
は
、
軽
油

１
０
０
ℓ
で
約
52
時
間
使
用

で
き
る
。

　地
区
の
子
局
は
、
約
48
時

間
保
持
可
能
な
蓄
電
池
装
置

を
設
置
し
て
い
る
。

　発
電
機
の
電
源
を
使
用
で

き
る
設
備
は
備
え
て
い
な
い
。

上
田
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

連
絡

通
話
機
能
の
な
い
地
区
の
通

話
手
段
と
し
て
消
防
用
の
無

線
を
使
用
す
る
。

　ま
た
、
災
害
時
に
優
先
的

に
通
話
可
能
な
特
設
公
衆
電

話
を
集
会
所
等
に
設
置
で
き

る
よ
う
に
準
備
し
て
い
く
。

問
　
　
　

宮
の
前
公
園
を
利
用

す
る
多
く
の
人
か
ら
、
か
わ

の
駅
お
ち
１
階
の
ト
イ
レ
は

遠
く
て
不
便
と
の
声
が
あ
る

が
、
簡
易
ト
イ
レ
の
再
設
置

は
で
き
な
い
か
。

簡
易
ト
イ
レ
の
再
設
置
は

大
原
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　防
犯
対
策

の
た
め
、
火
曜
日
の
閉
店
後

か
ら
木
曜
日
の
開
店
前
ま
で

駐
車
場
に
入
れ
な
い
よ
う
に

チ
ェ
ー
ン
を
掛
け
て
い
る
。

　１
・
２
階
ト
イ
レ
は
、
い

つ
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

問
　
　
　

定
休
日
に
駐
車
場
と

２
階
ト
イ
レ
の
利
用
が
で
き

な
い
の
か
。

か
わ
の
駅
お
ち
の
駐
車
場
は

田
村
産
業
課
長

　
　
　
　
　
　
　県
の
園
芸

用
ハ
ウ
ス
整
備
事
業
を
活
用

し
て
要
望
に
応
え
た
い
。

　栽
培
面
積
の
拡
大
は
、
コ

ス
モ
ス
行
政
営
農
振
興
協
議

会
で
検
討
し
て
い
く
。

県
の
事
業
を
活
用

年
明
け
以
降
検
討

集
落
整
備
事
業
で
補
助

國
貞
副
町
長

　
　
　
　
　
　同
法
は
令
和

２
年
６
月
に
施
行
さ
れ
る
が
、

詳
細
な
制
度
設
計
や
運
用
基

準
が
同
年
１
月
に
示
さ
れ
る

の
で
、
具
体
的
な
動
き
の
検

討
は
そ
の
後
に
な
る
。

０
０
万
円
以
上
か
か
っ
て
い

た
た
め
、
再
設
置
は
考
え
て

い
な
い
。
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小
田
町
長

　
　
　
　
　防
災
・
減
災
対

策
、
人
口
減
対
策
、
産
業
振

興
だ
。

　令
和
７
年
度
ま
で
に
住
宅

耐
震
化
率
を
67
％
、
８
年
度

ま
で
に
40
ｔ
級
防
火
水
槽
の

耐
震
化
を
終
了
さ
せ
る
。

 

住
宅
改
修
や
耐
震
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
を
継
続
さ
せ
、
令

和
２
年
度
か
ら
５
年
間
で
情

報
イ
ン
フ
ラ
未
整
備
全
地
区

を
解
消
す
る
。

　中
山
間
地
域
直
接
支
払
制

度
等
で
農
地
を
維
持
し
、
令

和
２
年
度
か
ら
集
落
ご
と
の

課
題
を
抽
出
す
る
。

　商
店
街
活
性
化
計
画
に
基

づ
き
、
活
性
化
と
新
規
起
業

者
を
５
人
増
や
す
。

　森
林
経
営
管
理
制
度
を
活

用
し
、
経
営
に
適
し
た
人
工

林
は
林
業
事
業
者
へ
つ
な
ぎ
、

路
線
整
備
等
を
促
進
す
る
。

　令
和
２
年
度
か
ら
５
年
間

で
間
伐
を
60

　、
林
業
従
事

者
を
５
人
、
新
規
参
入
事
業

者
１
社
の
確
保
を
目
標
に
取

り
組
む
。

ha

何種類かの通信手段を

改善を望む黒瀬公衆トイレ



一
般
質
問

一
般
質
問

問
　
　

 

未
婚
ひ
と
り
親
を
支

援
す
る
特
別
給
付
金
が
、
来

年
１
月
に
支
給
さ
れ
る
が
、

事
前
に
知
ら
せ
て
い
る
か
。

　申
請
期
限
は
、
１
月
以
降

も
受
け
付
け
、
随
時
支
給
で

き
る
の
か
。

問
　
　

 

自
転
車
利
用
者
が
よ
り

安
全
に
走
行
で
き
る
よ
う
、

ま
た
、
車
の
運
転
者
に
も
注

意
喚
起
が
促
さ
れ
る
よ
う
、

ラ
メ
入
り
塗
装
で
自
転
車
走

行
ラ
イ
ン
を
引
く
な
ど
の
整

備
が
で
き
な
い
か
。

一
般
質
問

一
般
質
問

未婚ひとり親の特別給付金は

子ども対策

申請書は直接本人に渡している　住民課長

問
　
　

 

災
害
避
難
時
に
、
住
民

が
と
る
べ
き
行
動
レ
ベ
ル
１

か
ら
５
の
段
階
に
分
け
た
避

難
指
示
の
内
容
が
書
か
れ
た

も
の
を
テ
レ
ビ
で
よ
く
見
る
。

　高
齢
者
に
よ
く
分
か
る
よ

う
に
大
き
く
書
い
た
も
の
を

全
戸
に
配
る
考
え
は
。

上
田
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　５
段

階
の
警
戒
レ
ベ
ル
は
、
住
民

が
水
害
や
土
砂
災
害
に
関
す

る
防
災
情
報
の
意
味
を
理
解

し
、
取
る
べ
き
行
動
を
明
確

に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　家
庭
で
す
ぐ
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
チ
ラ
シ
を
作

成
し
全
戸
に
配
布
す
る
。

上
田
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　自
転

車
は
車
両
で
あ
る
と
い
う
認

識
が
低
く
、
交
通
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
無
視
し
た
走
行
は

危
険
で
あ
る
。

　平
成
31
年
４
月
１
日
、「
高

知
県
自
転
車
の
安
全
で
適
切

な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条

例
」
が
施
行
さ
れ
た
。

　こ
れ
を
踏
ま
え
自
転
車
の

交
通
安
全
に
関
す
る
啓
発
を

実
施
し
て
、
安
全
意
識
を
高

め
て
い
き
た
い
。

町
道
・
県
道
の
安
全
対
策

対
策
を
強
化
す
べ
き
で
は

　対
策
を
と
る
必
要
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

建
設
課
長

問
　
　

 

子
育
て
家
庭
の
経
済
的

負
担
は
大
き
く
高
校
卒
業
ま

で
医
療
費
を
無
料
に
と
の
声

が
あ
る
が
、
考
え
は
。

高
校
卒
業
ま
で
医
療
費
を

無
料
に

問
　
　

町
道
・
県
道
は
生
活
道

と
し
て
車
以
外
に
も
多
く
の

歩
行
者
や
自
転
車
等
が
利
用

し
て
い
る
。

　ま
た
、
近
年
は
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
楽
し
む
人
も
増
加
し

て
い
る
。
安
全
対
策
を
強
化

す
べ
き
で
は
。

山
中
教
育
長

　
　
　
　
　
　補
助
金
は
出

し
て
い
な
い
。

　就
学
援
助
費
の
中
の
給
食

費
、
子
育
て
支
援
第
３
子
以

降
の
児
童
・
生
徒
無
償
扶
助

を
行
っ
て
い
る
。

　小
・
中
学
生
合
計
２
２
２

人
の
給
食
費
は
、
１
５
７
２

万
円
。

　全
額
町
の
単
独
負
担
と
な

る
た
め
、
現
時
点
で
は
困
難

で
あ
る
。

問
　
　

 

自
転
車
利
用
者
が
安
全

に
走
行
で
き
る
た
め
に
、
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
対

策
と
し
て
マ
ナ
ー
向
上
等
の

啓
発
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　交
通
安
全
教
室
な
ど
広
く

開
催
し
、
受
講
者
に
「
ラ
イ

セ
ン
ス
カ
ー
ド
」
、
「
き
ら

き
ら
ス
テ
ッ
カ
ー
」
等
配
布

し
意
識
向
上
を
図
る
考
え
は
。

井
上
住
民
課
長

　
　
　
　
　
　
　８
月
の
児

童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出

と
合
わ
せ
て
、
対
象
と
な
る

人
に
通
知
し
、
申
請
書
は
直

接
本
人
に
渡
し
て
い
る
。

　期
限
は
、
令
和
元
年
12
月

20
日
と
し
て
い
る
。

　１
月
以
降
の
申
請
は
、
原

則
と
し
て
震
災
等
の
理
由
が

あ
る
場
合
の
み
受
け
付
け
、

随
時
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

井
上
住
民
課
長

　
　
　
　
　
　
　高
校
生
の

医
療
費
無
料
を
実
施
し
た
場

合
、
年
間
の
試
算
経
費
は
約

２
２
０
万
円
必
要
と
な
る
。

前
田
建
設
課
長

　
　
　
　
　
　
　道
路
の
環

境
、
交
通
手
段
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
情
勢
が
要
因
で

そ
の
安
全
対
策
も
変
化
し
て

い
る
。

　そ
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、

道
路
利
用
者
の
安
全
を
確
保

す
る
よ
う
な
対
策
を
と
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　医
療
費
無
料
の
全
体
の
事

業
費
用
は
約
１
４
２
０
万
円

と
い
う
予
算
規
模
の
た
め
、

現
時
点
で
支
援
の
公
平
性
等

検
討
し
た
結
果
、
現
行
の
中

学
生
ま
で
を
継
続
す
る
。

問
　
　

 

子
ど
も
が
多
い
と
給
食

費
の
負
担
は
厳
し
い
。

　補
助
金
は
出
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
無
料
に
す
る
考
え
は
。

給
食
費
補
助
金
は

防
災
対
策

全
戸
に
配
る
考
え
は

全
戸
に
配
布
す
る

　危
機
管
理
課
長

意
識
向
上
を
図
る
考
え
は

啓
発
を
実
施
し
、
安
全
意
識
を
高
め
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　

    
危
機
管
理
課
長

自転車走行ラインを

一般交通の影響も考慮しながら検討したい

　　　　　　　　　　　　　　　　建設課長

前
田
建
設
課
長

　
　
　
　
　
　
　シ
ニ
ア

カ
ー
等
交
通
手
段
の
多
様
化

に
よ
り
複
雑
な
道
路
環
境
に

な
る
と
想
定
し
て
い
る
。

　ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
等
で
解
決
で
き
る
も

の
は
設
置
を
行
っ
て
い
る
。

　ま
た
カ
ラ
ー
の
ラ
イ
ン
、

カ
ラ
ー
舗
装
等
の
視
覚
的
な

注
意
を
促
す
対
策
も
考
え
ら

れ
る
が
、
一
般
交
通
へ
の
影

響
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し

た
い
。

　県
道
に
つ
い
て
は
県
へ
要

望
を
出
し
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　ラ
イ
セ
ン
ス
カ
ー
ド
に
つ

い
て
は
実
現
可
能
か
今
後
検

討
し
た
い
。
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よコジローライドオンバイク
（あくまでもイメージ）

今日の給食はなにかな

5段階の警戒レベル区分

手元にあると安心

彼女の右腕は何を示しているのか



一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

保幼再編の進捗状況は

教育行政

１年延長したい　教育長

問

高
齢
者
対
策

手
す
り
等
の
設
置
を

山
中
教
育
長

山
中
教
育
長

　
　
　
　
　
　副
食
費
は
月

額
４
５
０
０
円
を
徴
収
す
る

が
、
国
か
ら
の
補
助
金
は
な

く
町
の
単
独
負
担
と
な
り
、

財
政
上
は
困
難
で
あ
る
と
考

え
る
。

　定
住
、
移
住
、
少
子
化
対

策
や
子
育
て
支
援
を
考
え
る

と
、
検
討
が
必
要
な
時
期
も

来
る
の
で
は
な
い
か
。

山
中
教
育
長

　
　
　
　
　
　平
成
23
年
度

か
ら
学
校
改
革
を
始
め
た
が
、

前
向
き
で
は
な
か
っ
た
。

　ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を

考
え
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
方
針
と
目
標
を
決

め
、
そ
の
考
え
に
理
解
あ
る

先
生
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
等
で

学
力
向
上
を
図
り
、
現
在
は

全
国
学
力
テ
ス
ト
１
位
県
の

平
均
を
超
え
て
い
る
。

　学
力
向
上
以
外
で
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

実
施
や
読
書
環
境
の
整
備
な

ど
を
図
り
、
坂
本
教
育
賞
等

を
受
賞
し
た
。

　県
外
か
ら
の
視
察
件
数
も

増
え
た
。

　教
師
が
変
わ
れ
ば
、
ま
た

本
気
に
な
れ
ば
、
子
ど
も
は

必
ず
変
わ
り
成
長
す
る
こ
と

を
実
感
し
た
。

　
　教
育
環
境
を
整
え
学
力

だ
け
で
な
く
大
臣
表
彰
等
を

受
け
、
学
校
教
育
全
体
を
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
た

取
り
組
み
体
制
を
問
う
。

訪問介護になったが

五葉荘

支援ができなくなった　

検
討
し
た
い

　

 

教
育
次
長

上
水
道
・
簡
易
水
道

統
合
の
目
的
と
内
容
は

補
助
金
を
受
け
る
た
め
、
２
年
４
月
１
日
に
１
本
化
す
る

　
　

 

環
境
水
道
課
長

問
　
　保
幼
無
償
化
の
対
象
外

と
な
る
副
食
費
を
無
料
に
す

問
　
　博
物
館
の
通
路
に
高
齢

者
用
の
手
す
り
の
設
置
を
。

谷
岡
教
育
次
長

　
　
　
　
　
　
　高
齢
者
へ

の
配
慮
と
し
て
、
滑
り
止
め

の
塗
装
や
手
す
り
の
設
置
、

ま
た
貸
し
出
し
用
の
つ
え
の

対
応
を
検
討
し
た
い
。

田
村
産
業
課
長

　
　
　
　
　
　
　現
状
の
申

請
率
は
34
％
で
、
チ
ケ
ッ
ト

の
購
入
率
は
16
％
と
な
っ
て

い
る
。

田
村
産
業
課
長

　
　
　
　
　
　
　組
合
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
と
は
、
月
一
度

の
会
を
し
て
い
る
。

　ヒ
ュ
ー
マ
ン
で
は
、
現
状

の
面
積
確
保
を
今
後
の
方
針

と
し
て
い
る
。

　老
木
が
目
立
つ
た
め
、
改

植
を
進
め
て
い
る
。

　ま
た
、
高
齢
農
家
が
増
え
、

経
営
移
譲
す
る
親
類
も
い
な

い
場
合
、
今
ま
で
認
め
て
い

な
か
っ
た
第
三
者
へ
の
移
譲

も
進
め
て
い
く
な
ど
の
計
画

を
立
て
て
い
る
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

サ
ン
シ
ョ
の
今
後
の
連
携
と
取
り
組
み
は

改
植
と
第
３
者
へ
の
移
譲
も
進
め
る

　
　

 
産
業
課
長

問
　
　

 

購
入
率
が
全
国
的
に
低

い
よ
う
だ
が
、
本
町
の
購
入

率
は
。

問
　
　

 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
五
葉

荘
に
、
本
町
の
社
協
が
訪
問

介
護
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た

が
ど
う
し
て
か
。

問
　
　

 

職
員
不
足
や
賃
金
、
組

織
体
制
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

問
　
　戦
略
の
中
で
、
農
業
は

町
一
番
の
産
業
で
あ
る
。

　サ
ン
シ
ョ
は
、
山
椒
組
合

31
人
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ

土
佐
は
、
町
内
外
で
２
６
２

人
が
生
産
に
関
わ
り
、
多
く

の
収
益
を
上
げ
て
い
る
。

　し
か
し
、
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
で
作
付
面
積
は
増
え

て
い
な
い
。
今
後
の
連
携
と

取
り
組
み
は
。

問
　
　

 

保
幼
再
編
は
令
和
２
年

４
月
の
予
定
と
聞
い
て
い
た

が
、
進
捗
状
況
と
再
編
後
の

名
称
は
。

問
　
　

 

一
般
家
庭
の
水
道
料
金

は
、
上
水
道
の
基
本
料
金
は

３
３
０
円
、
簡
易
水
道
は
５

３
０
円
で
あ
る
。

　
　

　簡
易
水
道
も
３
３
０
円
の

基
本
料
金
に
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

問
　
　

 

上
水
道
と
簡
易
水
道
統

合
事
業
の
目
的
と
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　職
員
や
保
護

者
と
保
幼
再
編
の
説
明
会
を

開
催
し
た
が
、
検
討
す
べ
き

課
題
が
多
く
、
今
後
も
協
議

が
必
要
と
な
り
１
年
延
長
し

た
い
。

　名
称
は
保
育
園
、
幼
稚
園

の
ま
ま
再
編
す
る
。

る
市
町
村
が
あ
る
。
本
町
は

徴
収
す
る
よ
う
だ
が
無
料
に

で
き
な
い
か
。

購入率は

プレミアム商品券

１６％となっている　産業課長

岡
田
環
境
水
道
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成

21
年
度
ま
で
に
、
簡
易
水
道

統
合
計
画
を
策
定
し
な
い
場

合
、
国
庫
補
助
金
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

　期
限
で
あ
る
令
和
２
年
４

月
１
日
に
は
、
現
在
の
上
水

道
事
業
と
簡
易
水
道
事
業
を

統
合
し
、
一
本
化
す
る
。

岡
田
環
境
水
道
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　近
年

の
水
道
事
業
の
経
営
は
、
給

水
人
口
の
減
や
節
水
器
具
の

普
及
で
給
水
収
益
も
年
々

減
っ
て
い
る
。

　当
町
の
料
金
統
一
に
は
、

上
水
道
料
金
を
簡
易
水
道
料

金
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
早

め
に
利
用
者
に
周
知
す
る
。

國
貞
保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　社
協

が
介
護
と
し
て
入
り
だ
し
た

の
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入

所
者
の
半
数
以
上
が
介
護
認

定
を
受
け
て
お
り
、
職
員
の

介
護
に
か
か
る
時
間
が
増
え
、

以
前
は
で
き
て
い
た
支
援
が

で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
外

部
か
ら
の
入
浴
介
護
を
利
用

し
始
め
た
と
聞
い
て
い
る
。

保健福祉課長

手すりとしては高すぎるスロープ柵
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岡林　学　議員岡林　学　議員岡林　学　議員 高橋丈一　議員高橋丈一　議員高橋丈一　議員

副
食
費
を
無
料
に

小
田
町
長

　
　
　
　
　介
護
職
員
は
慢

性
的
に
不
足
し
て
い
る
。

　賃
金
、
待
遇
を
良
く
す
れ

ば
増
え
る
状
況
で
も
な
い
と

分
析
し
て
い
る
。

　し
か
し
、
入
所
者
が
快
適

に
介
護
・
養
護
を
受
け
ら
れ

る
環
境
は
必
要
と
考
え
る
。

　今
後
、
広
域
３
町
で
協
議

す
る
。

寒さにも負けず元気に遊ぶ保育園児

5月に食用の青実を収穫

水道施設整備が完了している野老山地区



清掃センター基幹的施設整備工事
　白煙防止用ダクト上部の腐食による損傷部分の修復

を追加するための増額。

変更後　　　１，５４１，１９０，０００円

　　　　　　（７，５９０，０００円の増額)

契約相手　　虹技（株）山本幹雄　　《賛成・全員》

清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　指
定
ご
み
袋

入
札
の
方
法

　指
名
競
争
入
札

契
約
金
額

　５
６
１
万
６
８
７
５
円

契
約
相
手

　高
知
市
朝
倉
丙

　村
上
産
業
㈱
高
知
支
店

　支
店
長

　濱
田
裕
之

《
賛
成
・
全
員
》

 

研
修
を
行
う

広
域
議
会

　
第
４
回
定
例
会
が
12
月
３

日
に
開
か
れ
、
条
例
の
制

定
・
一
部
改
正
、
令
和
元
年

度
補
正
予
算
な
ど
８
件
を
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
１
人
が
登

壇
し
ま
し
た
。
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研
修
・
視
察
受
け
入
れ
　
広
報
常
任
委
員
会

　
広
報
常
任
委
員
会
（
委
員
長
・
市
原
静
子
、
副
委
員
長
・
高

橋
丈
一
）
５
人
は
、
令
和
元
年
に
２
つ
の
広
報
研
修
に
参
加
し
、

２
市
議
会
の
広
報
視
察
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　昨
年
ま
で
定
員
の
50
人
を

ほ
ぼ
維
持
し
て
い
た
が
、
今

年
度
は
退
所
者
７
人
に
対
し
、

入
所
者
３
人
の
46
人
で
運
営

し
て
い
る
。

　今
後
も
定
員
割
れ
で
厳
し

い
財
政
運
営
が
見
込
ま
れ
る

が
、
入
所
定
員
の
減
員
、
そ

れ
に
伴
う
職
員
の
減
員
も
考

慮
し
な
が
ら
運
営
を
行
っ
て

い
く
。

組
合
長
報
告

　
　

 

当
組
合
は
、
一
般
事
務

職
員
の
新
規
採
用
者
に
ど
の

よ
う
な
教
育
を
し
て
い
る
か
。

問 新
規
採
用
者
の
新
任

教
育
は

一
般
質
問

竹
本
文
直

　議
員

　
　
　
　

  
（
仁
淀
川
町
）

養
護
老
人
ホ
ー
ム
五

葉
荘
の
現
状

　給
与
等
に
関
す
る
条
例
を

新
た
に
整
備
す
る
。

《
賛
成
・
多
数
》

会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
の
開
始

　可
燃
ご
み
袋
に
特
小
袋
20

円
を
加
え
る
。

《
賛
成
・
全
員
》

ご
み
袋

春
日
荘

　本
年
度
８
月
５
日
に
着
工

し
た
耐
震
補
強
・
空
調
設
備

工
事
が
完
成
し
、
各
居
室
の

壁
紙
張
り
替
え
、
廊
下
天
井

の
張
り
替
え
、
照
明
機
器
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
、
入
居
者

か
ら
「
明
る
く
な
っ
て
嬉
し

い
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ

て
い
る
。

0万円

3337万円

715万円

15億6080万円

13億6250万円

1億3114万円

会計名 補正額 総　額

一　般　会　計

特別
会計

特別養護老人ホーム

養護老人ホーム

補
正
予
算

谷
内
事
務
局
長

　採
用
時
に

全
職
種
を
対
象
に
地
方
公
務

員
と
し
て
の
責
務
等
の
研
修

を
行
う
。

　外
部
研
修
に
も
積
極
的
に

参
加
し
能
力
向
上
に
努
め
て

い
る
。

条
例

市原静子
高橋丈一

箭野久美
森下安志

小田範博

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
る

　昨
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た

全
国
町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ

ッ
ク
で
は
、
議
会
広
報
サ
ポ

ー
タ
ー
の
芳
野
政
明
氏
に
よ

る
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ
り
、

お
ち
町
議
会
だ
よ
り
No
１
2

８
号
を
含
む
15
町
村
が
診
断

を
受
け
ま
し
た
。

　ま
た
、
「
住
民
に
読
ま
れ
、

伝
わ
る
、
議
会
広
報
編
集
ポ

イ
ン
ト
」
と
し
て
、
全
国
１

位
の
埼
玉
県
寄
居
町
の
広
報

を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
実

例
を
交
え
分
か
り
や
く
解
説

し
て
い
た
だ
い
き
ま
し
た
。

取
り
組
み
を
発
表

　昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合

主
催
の
広
報
研
修
で
は
、
第

一
部
で
市
原
委
員
長
が
講
師

と
し
て
「
越
知
町
議
会
の
取

り
組
み
〜
取
材
か
ら
編
集
ま

広
報
研
修

視
察
受
け
入
れ

特小サイズは300／440ｍｍ×540ｍｍ

《賛成・全員》

で
議
員
自
ら
が
参
画
！
〜
」

と
題
し
て
発
表
を
し
ま
し
た
。

　第
２
部
で
は
、
埼
玉
県
三

芳
町
秘
書
広
報
室
の
佐
久
間

智
之
氏
に
よ
る
講
義
が
行
わ

れ
、
す
ぐ
に
使
え
る
デ
ザ
イ

ン
術
を
は
じ
め
、
誰
に
で
も

情
報
を
伝
え
る
た
め
の
Ｕ
Ｄ

フ
ォ
ン
ト
活
用
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
参
考
と

な
る
講
義
を
受
講
し
ま
し
た
。

　両
研
修
と
も
に
、
編
集
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
学
べ
た
こ
と
、

ま
た
、
新
た
な
気
づ
き
が
あ

り
非
常
に
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

　住
民
目
線
に
立
っ
て
、
１

人
で
も
多
く
の
住
民
に
手
に

取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

議
会
活
動
を
分
か
り
や
す
く
、

伝
わ
る
広
報
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
一
層
の
創
意
工
夫
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

本町議会の取り組みを発表する市原委員長

２
団
体
、
13
人

　平
成
19
年
か
ら
議
会
広
報

の
視
察
を
受
け
入
れ
始
め
、

令
和
元
年
は
、
丹
波
篠
山
市

６
人
、
豊
後
大
野
市
７
人
が

当
議
会
を
視
察
し
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
に
１
府
15
県
52

団
体
４
１
８
人
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。

視察をする丹波篠山市議会の広報委員

　
お
ち
町
議
会
だ
よ
り
は
、
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

17
年
度
か
ら
の
14
年
間
で
12
回
入
賞
を
し
て
い
る
。
28
年
度
の

No
１
１
６
は
過
去
最
高
の
全
国
３
位
に
な
っ
て
い
る


